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ＮＨＫ 巡 回 朗 読 セ ミ ナ ー 若 干 名 募 集 
 

神戸・姫路会場での朗読セミナーの下記コースに尐し余裕がありますので再募集します。 

朗読経験者なら朗Ｖ連に加入していない方も参加可能です。朗読を勉強する仲間同士、

一日じっくり向き合える機会をご活用ください。 

  

 

◎ 神戸会場 平成２３年１０月１３日（木）9：30～16：30 

コ ー ス   B コース（実力）  受講料 7,000 円 

      C コース（上級）  受講料 8,000 円 

 場  所  兵庫県民会館 7 階  

 

◎ 姫路会場 平成２３年１０月１４日（金）9：30～16：30 

コ ー ス   A コース（基本）  受講料 7,000 円 

場  所   イーグレ姫路 ４階  国際交流センター  

 

☆ 申込方法  朗Ｖ連に加入しているグループを通して、下記まで FAX で 

 お申込み下さい。 

 

申込・問合せ先    國重 眞由美 

      

 

                    
 

 

 

発行日 平成２３年８月９日 

発 行 兵庫県朗読ボランティア連絡会 

 神戸市中央区神若通 5 丁目 3 番 26 号 

（中山記念会館内 神戸ライトセンター） 

 

イーグレひめじ 

神戸会場  兵庫県民会館 7 階 

       電話 078-321-2131 

神戸地下鉄「県庁前」 東１・２出入口  

姫路会場  イーグレ姫路 ４階 

国際交流センター 電話 079-287-0820 

ＪＲ姫路駅から姫路城へ（北へ）６００ｍ 
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東日本大震災につづき頻発する余震、各地で発生するゲリラ豪雨、先の見えない原発問題、昨年の悪

夢のような酷暑を上回りそうな暑さに加えての節電・節電・・・台風までも迷走しています！！！ 

この暑い夏を乗り切った後の 11 月に恒例の交流会を開催します。 

今回はナラティブシアター土の子の飯原道代さんをお迎えし、“物語る俳優”が变述的演劇空間をつ

くりだすナラティブシアターをお楽しみ頂きます。 

朗読は２グループの方々を予定しています。 

講演と朗読の詳細は次号のポシェットでお知らせします。 

 

 

日 時： ２０１１年１１月１０日（木） 

         １３：００～１６：００ （１２：３０開場） 

 

場 所：  兵庫県民会館 ９階 「けんみんホール」 

地図はポシェットの１ページを参照して下さい。 

 

会 費：  会 員   ８００円 

         非会員  １０００円 

         リスナー・ガイドヘルパー  ４００円 

 

内 容： 内 容： 講演 詩とうたと音楽のことばうた  

            講師 飯原 道代（ナラティブシアター 土の子） 

    朗読発表   

   むれの会（三木市）・せせらぎ（たつの市） 

 

参加申込み：  

グループで人数を取りまとめ、別紙の参加申込書に記入のうえ、 

９月５日（月）までに返信用封筒にてお申込み下さい。 

後日、振り込み依頼書を送ります。 

入金確認後、入場券を送付いたします。 

          

交流会についてのお問合せは各担当ブロックまでお願い致します。 

  
 

 

飯原 道代 さん（ナラティブシアター 土の子）の紹介 

桐朋学園演劇専攻卒業。劇団俳優座に入団。１９９５年よりことばのステージの創作を開始。 

２００４年文化庁新進芸術家国内研修で「音声訓練の方法論の学習と実践」をテーマに研修。 

新劇俳優協会第２回および第３回、詩の朗読 MINI FESTIVAL において最優秀賞を連続受賞。 

審査員小沢昭一氏より「笑いのある語り」の評価を受ける。 

宇都宮大学公開講座、杉並区立富士見丘小学校表現ワークショップ、桐朋小学校４年国語詩の出張

授業、劇団銅鐸の学習会などで講師を務めた。 

また渋谷区から依頼を受け、２００７年から介護予防のための高齢者との「声と呼吸体操」を開く。    
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第 14 回 中山ワンダフルフェスタ 

 
財 津 和 夫 コンサート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
チケットを希望されるグループは、人数を取りまとめ、別紙の申込書に記入の上 ９月５日（月）必着で  

同封の返信用封筒にてお申し込み下さい。 

尚、例年通りチケットの枚数につきましてはご希望に添えない場合もありますのでご了承ください。 
 

 

 

 
 

グループ紹介数珠繋ぎは 10 回目を迎えます。朗読ボランティアグループのなかでもデイジー図書の

制作・施設訪問・対面朗読等それぞれ特色を持った活躍が見られます。 

利用者の皆さんの先を歩き、足元を照らせるようしっかり取り組んでいきたいものです。 

今回は B－６ 神戸市 メイ・ブリーズ、 B－７ 神戸市 山田朗読研究会の紹介です。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時 ：２０１１年１０月７日（金） 

開場：１４：００  開演：１５：００ 

 

会  場  ：神戸文化ホール 

        

主  催  ：公益財団法人 中山視覚障害者福祉財団 

 

共  催  ：トラスコ中山（株） 

おお知知ららせせ  

神戸市  メイ･ブリーズ 
 

平成 10 年発足以来 "五月の風" のごとく爽やかに・・・・をモットーにメンバー11 人

仲良く朗読ボランティアに励んでいます。 

月 1回の山田烈子先生の勉強会と月 1回のミーティング 

ボランティアは ・真愛ホームへの訪問・・・月 1回 

      ・多聞南小学校市民図書館にて子供への読み聞かせ・・・月 1回 

 ・独居高齢者の食事会での朗読・・・不定期 

の活動をしています。 

スキルアップを図りながら、息長～くライフワークとして続けて行きたいと思っています。

今後ともよろしく！！！ 
           高橋 純子 
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神戸市  山田朗読研究会 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★ 

 

朗Ｖ連へのお問合せ、ご意見ご要望がございましたら、下記担当幹事までお知らせください 
ブロック 地     区 氏       名 

A 東部・北部地区 阪上 裕子 (マリア幼稚園 トビアの会) 

B 神戸・明石地区 北野 朝子 (朗読 V わっしょいわっしょい)  

C 淡  路  地  区 東根 孝子  (朗読 V ちひろ） 

D 東  播  地  区 渡辺 美由紀  (ほほえみ) 

E 西  播  地  区 國重 眞由美 (せせらぎ) 

 

『ポシェット』では各グループの活動などを紹介しています。どうぞ、原稿をお寄せ下さい。 

 
 

 

 

編集後記： ☆｢なでしこジャパン｣のように努力とチームワークで心に響く交流会を、そしてポシェット

を目指して！！頑張ります。（北野） 

 ☆節電の夏を乗り切るために団扇と扇子を沢山買ってしまいました。どの柄もきれいで使うのが

楽しいです。ポシェットと共に、皆様のところへも爽やかな風が届きますように。（八尾） 

 

 

 

ポシェットの内容に関するご連絡、ご質問は携帯電話 ０８０－５７０３－８５４３

（阪上裕子）までご連絡ください。 

                        

  山朗研（さんろうけん）こと正式名称「山田朗読研究会」、中には朗Ｖ連と間違う方もありますの

で、まずプロフィールをご紹介します。 

＊山田朗読研究会  山田烈子主宰 

  東西南北、兵庫県下広域に「朗読ボランティア養成講座」を持ち、講師として活動されている山田

烈子先生が、地域に根ざした指導者の必要を痛感し、「講師育成」を目的として１９９２年に設立。 

現在（２０１１年）１６名の会員で構成されている。それぞれが活動拠点を自身の地元に置き（赤

穂、高砂、姫路、三木、加古川、明石、神戸、西宮、伊丹、尼崎）新人養成の講師として、後輩の指

導にあたっている。 

加えて「朗読」の啓蒙、発展に力を注ぎ「朗読ライブ」「出張公演」「一日朗読研修」などを開催。

県下各地から大勢の参加者で毎回会場は満席となり、熱気あふれるイベントとなっている。 

なお、１９９９年から始まった「一日朗読研修」は今年で１３回を数え、２０００年から始まった

「朗読ライブ」は１０回目になります。（８月３１日開催）  

いろいろな催しの際には朗Ｖ連の会員の皆様方にも多数ご参加・ご協力いただき感謝しておりま

す。おかげ様で山朗研は２０周年を迎えることができました。２０周年を記念して、来たる２０１２

年３月２９日（木）には、「２０周年記念公演会」（神戸文化ホール）を開催する予定です。皆様の日々

の活動に刺激を与えることができる内容にしたいと考えております。ご期待下さい。 

余談になりますが、公演に際しては音響・照明・衣装にも力を入れるようになりました。それぞれ

の分野に才能を発揮する担当者がいるのが、山朗研の強みです。なお、余談の余談になりますが、  

最近お揃いのズボンを買いました。ユニホームとして舞台でご覧いただく機会もあるかと思います

が、人によってイメージが違うのが面白いところです。これからも朗読はもちろん、細部にもあれこ

れと心をくだいて、皆さんに喜んでいただけるような公演にしたいと思っています。 

    

                坂田かほり 

４ 


